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―リューグリンの発見からみた健康食品の考え方―

真 野 博

［抄録］ 快適な生活のためには，身体を自由に動かせることが重要です。膝が痛い，腰が痛い

だけでも，生活の自由は奪われます。市場では，膝や腰の痛みに良いと暗示している「いわゆ

る健康食品」がたくさんあふれています。これらは本当に効果があるのでしょうか。膝や骨の

健康に良いと考えられる食品成分・機能性食品に関する当講座の研究成果をご紹介しながら，

消費者が「いわゆる健康食品」をどのように利用していけばよいのか考えたいと思います。ま

た，「いわゆる健康食品」は「情報システム」から考えても非常に興味深い存在です。「情報」

に関する専門家の視点で「いわゆる健康食品」を見ていただくと様々なことが見えてくるので

はないでしょうか。

［キーワード］ 健康食品，サプリメント，いわゆる健康食品，機能性食品，機能性食品成分，

リューグリン，食の選択力

1. は じ め に

テレビ，ラジオ，新聞，雑誌の広告，インター

ネット，口
くち
コミなどで健康食品やサプリメントに

ついて聞かないことはないくらいよく目や耳にし

ます。これらの健康食品やサプリメントはどのよ

うな存在なのでしょうか。わたしたちは，毎日3

回の食事をします。通常の食事で，例えば無農薬

野菜（無農薬野菜という表現は違法で，格付け機

関に認められた物に限り「有機野菜」と表示でき

ます）や，いわゆる野菜たっぷりの健康食を健康

食品と考える方もいると思います。また，錠剤や

カプセル状の「いわゆる健康食品」を毎日あるい

は時々摂取している方も多いのではないでしょう

か。現在では食生活に留意して，疾病の予防も含

め何らかの健康効果を期待して，食品を摂取され

ている方が多いと思います。ところで，食品にそ

のような疾病の予防効果や治療効果を期待してよ

いのでしょうか。健康食品やサプリメントは，食

品と医薬品に関する法律の定義や規制により，逆

に消費者にとってわかりにくくなっている点も多

くあるように思います。最近話題のコラーゲンペ

プチドを例に，わたしたちの研究室で行った活性

本体の発見の経緯を通して，健康食品・サプリメ

ントの問題点や利用方法などについて考えたいと

思います。

2. 健康食品・サプリメント

健康食品やサプリメントは，医薬品ではなく文

字どおり食品です。食品は，「医薬品（医薬部外

品を含む）以外で，喫食できる物」といえます。

つまり，食品は医薬品が定義されて初めて定義で

きるということになります。それでは，健康食品

はどのように定義されるでしょうか。健康食品

は，「特定の健康機能を期待させて販売したり，

期待して購入したりする食品」であると考えてい

ます。言い換えると，「特定の健康機能（効果や

効能）を明示あるいは，暗示している食品」とい

えるかもしれません。

一部の例外をのぞいて，食品は，効果や効能を

表示することは法律違反となります。これが食薬

区分で最も重要な点です。つまり，医薬品（医薬

部外品を含む）は効果や効能を表示して販売でき

ますが，食品は直接的に効果や効能を表示できな

いということです（図1）。ただし，食品の中で，
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特別用途食品（病者用食品や特定保健用食品）な

どに関しては，例外的に効果や効能に類する表示

が可能となっています。したがって，特別用途食

品や特定保健用食品のマークがない食品パッケー

ジに効果や効能が記載されている商品は，法律違

反であり，消費者を混乱させているといえます。

しかし，現状では，そのような商品を厳密に取り

締まることはできていません。インターネットや

通販チラシで効果や効能をうたう健康食品があふ

れているのが実状です。

それでは，健康食品には実際にどのような食品

があるのでしょうか。健康食品には，病者用食品

や保健機能食品（特定保健用食品と栄養機能食

品）など厚生労働省が認めたものが含まれます。

これら以外の健康食品を「いわゆる健康食品」と

呼んでいます（図2）。狭義には，特に錠剤やカ

プセル型などの食品や，例えばウコンやドクダミ

茶などの特殊な食品なども「いわゆる健康食品」

と呼ばれます。また広義には，有機野菜など一般

的な食品でも，自分が健康を意識して摂取してい

れば，自然の形態でも，「いわゆる健康食品」と

呼ぶ場合もあります。

これらの健康食品は，どのような経緯で開発さ

れるのでしょうか。様々な例があると思います

が，いくつかは民間療法や伝統医療など効果や効

能が伝承され，かつ医薬品とされていない物があ

ります。また，「関節が痛ければ軟骨」に代表さ

れるように「自分自身の悪い部分と同様な食品を

食べる」のような考えで開発された物も多くあり

ます。いずれの場合も，科学的な根拠などがほと

んどない場合でも開発から市販へと進むことがあ

ります。その理由は，元来，食物あるいは食品材

料であれば，健康食品は特別な規制をほとんど受

けることなく販売することができるからです。逆

に言えば，健康食品の中から，科学的根拠として

作用メカニズムやヒトでの有効性が証明され，厚

生労働省が認めた物が，特定保健用食品などとし

て，はじめて効果・効能に類する表示をして販売

されるということです。科学的根拠として作用メ

カニズムやヒトでの有効性を証明するための開発

費用を使用せず，効果・効能を曖昧に暗示した

「いわゆる健康食品」も存在するということです。

一方，しっかりとした科学的根拠を積み重ね，研

究開発を行った機能性食品や機能性食品成分で

も，特定保健用食品の申請を行わず，「いわゆる

健康食品」として流通している物もたくさんあり

ます。その1つの理由として，特定保健用食品の

許可は，最終的な消費者が購入する1つの食品に

与えられます。言い換えれば，パッケージの変更

でも申請をやり直す必要があります。そのため，

機能性食品や機能性食品成分の原料メーカーが特

定保健用食品の許可を申請することは考えられま

せん。このことも，健康食品をわかりにくくして

いる原因の1つかもしれません。

いわゆる健康食品」は，曖昧な情報伝達に一

番の問題があるのではないでしょうか。食事と医

薬品と健康食品は上手につきあうことで，最大の

健康機能を発揮できると考えています。現在，

「食の選択力」という言葉が使われ始めています。

消費者は，様々な情報や知識を活用して，健康の

維持増進の目的を達成するため，みずから食品や
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図 2 健康食品といわゆる健康食品

図 1 食薬区分と効果・効能の表示
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食事を選び，料理し，食べる必要があります。

「健康食品」を選ぶ力も必要ということです。健

康食品は，美容，アンチエージング，さらに慢性

的に少し身体の調子が悪い，状態を整えたいなど

の目的で使用されることが多くなります。そこで

私の専門分野である骨や軟骨などの硬組織の健康

を意識した健康食品を例に，健康食品について考

えたいと思います。

3. 膝関節（軟骨・骨）と健康食品

関節は，軟骨と骨からなる骨格が，腱と滑膜で

つなぎ合わされ必要に応じて可動する器官です。

ところで，軟骨と骨は全く異なる組織です。軟骨

組織は，軟骨細胞が中心的な役割を果たしていま

す。一方，骨組織は，骨芽細胞，骨細胞，破骨細

胞が中心的な役割を果たしています（図3）。軟

骨組織は，細胞以外に基質成分としてコラーゲン

などのタンパク質とムコ多糖でつくられていま

す。骨組織は，軟骨組織と異なり，コラーゲンや

ムコ多糖のほか，カルシウムとリン酸を主成分と

する石灰化するヒドロキシアパタイトが基質成分

の重要成分となります（図4）。

加齢などが原因で，膝や腰が痛い原因として，

変形性膝関節症や骨粗鬆症などがあります。軟骨

組織や骨組織の物理的な変化によって，形態学的

に正常な関節ではなくなるため，「膝や腰が痛い」

という症状が現れます。実は，いずれの疾病にお

いても物理的な変化の前に，化学的な変化が引き

起こされていると考えられます。このような化学

的変化は，前述の軟骨細胞，骨芽細胞，骨細胞，

破骨細胞などの活性や機能が変化することが原因

と考えられています。

膝関節に関する健康食品としてよく目にするの

が，「軟骨成分」を含んだ物です。すなわち，サ

メ軟骨の粉末をそのまま，カプセル型の健康食品

として販売されているものです。また，サメ軟骨

から基質のムコ多糖を抽出した物もあります。さ

らに，ムコ多糖の構成成分としてグルコサミン，

N-アセチルグルコサミンや基質タンパク質であ

るコラーゲンやその分解ペプチドがよく用いられ

ています。現在では，軟骨粉末などよりもそれぞ

れの成分を抽出した物の方を多く市場で目にする

ようになりました。各成分を抽出することにより

様々な加工食品や化粧品などの応用が可能になる

からです。

このように，関節の機能に着目した主要な機能

性食品成分はグルコサミンとコラーゲンペプチド

です。国内のグルコサミンの原料としての市場規

模は大手4社で約20億円規模です。また，同様

にコラーゲンペプチドは大手3社で約100億円規

模と言われています。グルコサミンは，主にエビ

やカニの甲殻から製造されますが，コラーゲンペ

プチドは，豚，魚，鳥の皮などから製造されてい

ます。これらの原料が，食品メーカーで様々な商

品へと開発されていきます。

4. リューグリン

コラーゲン（スーパーヘリックス構造）は，強

固な線維で水に不溶ですが，豚の骨や皮，あるい

は魚の鱗や皮などを，加熱抽出するとコラーゲン

膝サプリの最前線（真野)

図 3 硬組織を構成する細胞

図 4 硬組織を構成する基質成分
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が変性し，ゼラチン（ランダムコイル構造）化し

ます。ゼラチンは，冷えるとゼリー化する性質が

あるため，いわゆるゼリーやマシュマロなど様々

な調理や食品に利用されています。このゼラチン

を工業的にタンパク質分解酵素で処理したものが

コラーゲンペプチドと呼ばれるものです。コラー

ゲンペプチドは様々な分子断片の混合物で，平均

分子量が3,000から5,000くらいですが，遊離ア

ミノ酸やオリゴペプチド（2～5アミノ酸）も含

まれています。したがって，コラーゲンペプチド

は低分子になっているためゲル化せず，飲み物に

可溶な商品としても販売されています（図5）。

コラーゲンのアミノ酸配列は特徴的で，「（グリ

シン)-(アミノ酸X)-(アミノ酸Y）」の繰り返し

配列をもち，三重らせんの立体構造（スーパーヘ

リックス）をつくります。また，食品としてコラ

ーゲンはそのアミノ酸配列（一次構造）から，消

化・吸収性が低いと言われています。一方，コラ

ーゲンを低分子化したコラーゲンペプチドはヒト

腸管において部分的に吸収されることが少人数の

ヒト試験で報告されています。また，コラーゲン

分子のアミノ酸組成は偏っていて，必須アミノ酸

のトリプトファンが含まれず，タンパク質栄養と

しては高く評価できません。

当研究室では，コラーゲンペプチドの特異的な

ジペプチドが骨や軟骨の細胞に直接作用すること

をつきとめ，この分子を「リューグリン」と名づ

けました（図6）。残念ながら，この評価は細胞

培養と動物実験レベルですので，以上の結果はヒ

トでの客観的な評価に耐えうる科学的データーは

不十分と言え，より一層の臨床研究での評価が望

まれます。

ところで，トンコツスープなど動物の肉，骨，

皮を長時間煮こんだスープなどにはゼラチン化し

たコラーゲンが多く含まれています。さらに分解

され低分子化されたコラーゲンペプチドがどの程

度含まれているかは不明です。現時点では，一般

的な食品や調理でコラーゲンペプチドを多く摂取

できることは期待しにくいかもしれませんが，発

酵食品（かつお節，くさや）や酢を使用し長時間

加熱した調理では，コラーゲンの部分分解により

コラーゲンペプチドが生じている可能性も考えら

れます。

ちなみに漢方薬の「黄明膠（オウメイキョウ）」

「阿膠（アキョウ）」は，牛やロバの皮からつくら

れるゼラチンで，止血，創傷治癒や関節痛緩和に

用いられてきました。作用メカニズムの1つに，

部分分解されたコラーゲンペプチドが関与してい

るかもしれません。

このように，非常によく市場で用いられている

コラーゲンペプチドに関しても，体感や小規模の

ヒト試験での有効性は既に報告されていますが，

大規模なヒト試験での有効性や作用メカニズムに

関してはやっと解明され始めたばかりと言ってよ

いでしょう。医薬品に関する知識の多い方には，

理解しにくいかもしれませんが，これが健康食品

の現状の一例です。

5. お わ り に

健康食品は玉石混交であるのは事実です。「い

図 5 コラーゲンペプチド
図 6 関節症モデルマウスの関節構造に及ぼすリュー

グリンの効果
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わゆる健康食品」に分類される物でも良い物はた

くさんあります。この場合，概念として，その成

分は本当に良い物でも，製品として良いか悪いか

は詳しく調べないとわかりません。ジェネリック

医薬品を例にとるとわかりやすいと思います。ジ

ェネリック医薬品の中でも，品質や効き目などに

差がある物もあると耳にします。医薬品の専門家

の薬剤師や医師でもジェネリック医薬品の選択は

難しい問題のようです。

コラーゲンペプチドにしても，現状では，その

原材料や製造工程，さらに最終的な加工方法など

各メーカーごとに，また同一のメーカーでも製品

ロットなどでも異なるのが現状です。ですから，

一般に「コラーゲンは効くの？」などの質問は無

意味と言ってよいでしょう。

健康食品は，様々な情報が隠れていて，消費者

がそれを理解することが難しいというところに一

番の問題があるように考えています。すべての情

報をわかりやすくすることは現状では不可能なこ

となのかもしれません。ITを中心としたシステ

ムなどで，わかりやすくなると期待しています。

「食の選択力」を高めて，自分に必要な健康食品

をTPOにあわせて，選択できるような環境を整

える必要があると考えています。

ところで，食品や調理法を工夫すれば，健康食

品を摂取しなくてもよいのではないでしょうか。

例えば，医薬品である骨粗鬆症治療薬に，カルシ

ウム製剤，ビタミンK製剤，さらに，イソフラ

ボンの仲間であるイプリフラボン製剤などがあり

ます。用量からすれば，治療薬と同等の効果を食

品や食事から摂取することは難しいのですが，例

えば，納豆を考えてみます。原材料のダイズに

は，カルシウムも多く含まれていますが，イソフ

ラボンも含まれています。さらに，納豆菌はビタ

ミンKを産生します。このように，1つの食品

材料を例にあげても，いくつもの機能性食品成分

が含まれています。食事は複数の食品材料を組み

合わせ調理します。食事設計（一般的には献立）

を行うことで，様々な健康機能を期待できる食事

ができると思います。しかし，現在，野菜や肉な

どの生鮮食料品のような食品材料については，健

康効果などについて表示することは法律上できま

せん。消費者の「食の選択力」を高めるために

は，このような一般的な食品材料に含まれる機能

性食品成分についての情報を活用できる環境を構

築することも重要ではないでしょうか（図7）。
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図 7 食の選択力」向上ファクター
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